
 

 

 

 

□１、両者のにらみ合いは、激しい闘志の発露
は つ ろ

である。 

→思っていることが外にあらわれること 

 

□２、茶道は私たちの普遍的な食事を基礎としている。 

→すべてのことに共通している様子 

 

□３、このままでは腹の虫がおさまらない。 

→腹が立って、どうにも我慢できない 

 

□４、彼の態度には唖然
あ ぜ ん

とする。 

→あきれて、ものも言えない 

 

□５、不安定な世相
せ そ う

に影響を受ける。 

→世の中のありさま 

 

□６、彼女は人を 唆
そそのか

すことが得意だ。 

→その気になるように仕向ける  

 

□７、いきなり彼は忽然
こつぜん

と姿を消した。 

→突然である様子 

 

□８、悪いうわさはすぐに流布
る ふ

する。 

→世の中に広まること 

 



 

□９、悪徳商法を根絶
ね だ

やしにする法案の成立が待たれる。 

→完全になくすこと 

 

□10、「急がば回れ」は逆説的なことわざだ。 

→真理とは反対のことを言っているようだが、それも真理である様子 

 

□11、理不尽なパラドックスに陥る。 

→論理的な矛盾 

 

□12、情けは人の為ならず、と寛大な措置をとる。 

→人に良い報いをすれば、いつか良い報いとなって返ってくる 

 

□13、世俗的な話題が週刊誌の見出しを飾る。 

→世間一般の人が関心を持つ様子。 

 

□14、含蓄
がんちく

に富む話にじっと耳を傾ける。 

→深い意味・味わいがあること 

 

□15、矮小
わいしょう

な考え方では新しいものは生まれない。 

→ちっぽけであること 

 

□16、抒情
じょじょう

的な表現は説明に向かない。 

→感情を述べ表すこと 

 

 

 


